
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 制度上は、ご本人の意思のみで障害者雇用を目指すことは可能

です。しかし実際には、障害者雇用という選択肢をご家族が理解

し、応援してくれることがとても大きな支えになります。とはい

え、ご家族にとっても学生さんが障害者雇用を選ぶのは想定外だ

ったという場合、いろいろ不安になるのは無理もありません。 

 そこで、学生相談室では、学生さんの進路について、ご家族から

のご相談もお受けしています。それだけでなく、外部の就労支援

機関の方と連携しながら、障害者雇用に関する情報提供も行って

います。 

 こういうやりとりを通じて、学生さんが自分に合った未来を描

き、話し合える関係をつくっていけたらと思います。 
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多様性の時代です。障害を持った学生さんが大学に入学してくることも一般的になりました。学生

相談室でお会いすることが多いのは、発達障害や精神障害を抱えた学生さんたちです。学業や大学

生活のことでご相談をお受けするのはもちろんのこと、卒後の進路のこともしばしば話題になりま

す。進路も多様性の時代で、障害者雇用を選択肢として考える方も増えてきています。 

障害を抱えていると、在学中は卒業を目指すので精一杯で、就職

活動までできないということはめずらしくありません。ここで、いわ

ゆる新卒一括採用の就職のみを考えていると、卒業を目指せば就活

ができず、就活をすれば卒業が危うくなるというジレンマに陥り、「人

生、終わりじゃないか」という気持ちに追い詰められてきます。 

しかし、障害者雇用の場合、新卒にこだわる必要はあまりありませ

ん。多くの方が、卒業後に就労支援機関で訓練を受けた上で、就職活

動をして、自分に合った就職先を見つけていくからです。このような

選択肢があることを知ると、在学中は卒業を目指すことに集中すれ

ばいいとわかり、落ち着いて自分の未来を考えることができるよう

になる学生さんもけっこういらっしゃいます。 

※Vol.74 は 1 月に発行いたします。よろしくお願い申し上げます。 


